
 

 

ぶらり 
らい ぃ 

＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

【書名の後の（）の数字は（請求記号 保管場所 資料番号）です。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問）映画「ゴジラ」の１作目の公開は昭和 29 年（1954）と聞いたが、ゴジラについて 

書かれている本を読みたい。 

（答）検索
けんさく

端末
たんまつ

のトップ画面の【なんでも検索】にキーワードを入力します。 

➢ なんでも検索 ⇒ ゴジラ ⇒ 166件ヒット 件数が多いので絞
しぼ

ってみます。 

資料の種類：☑図書 ⇒ 99件ヒット 

まだ件数が多いため、一度トップ画面に戻
もど

り、タイトルに「ゴジラ」が含
ふく

まれている 

図書に限定してみましょう。 

➢ トップ画面 ⇒ 図書 ⇒ タイトルから探す ⇒ 「ゴジラ」 ⇒ 7件ヒット 

『初代ゴジラ研究読本』（778/O97 地下書庫和図書 060005296） 

昭和館図書室では昭和当時の雑誌も数多く所蔵しています。雑誌では当時の世相を 

感じ取ることができます。 

➢ トップ画面 ⇒ 雑誌 ⇒ ことばから探す ⇒ 「ゴジラ」 ⇒ 65件ヒット 

「ゴジラ」公開の昭和 29年（1954）に絞ってみましょう。 

絞り込み検索 ⇒ 出版年月で絞り込む ⇒ 昭和 29年 1月 から 昭和 29年 

12月 ⇒ 10件ヒット ※元号だけではなく、西暦でも検索することができます。 

『キネマ旬報 第１０２号（昭和２９年１０月１５日）』（778/Ki43/1954-10 閉架雑誌 100012177） 

「ゴジラ」東宝の空想科学映画 円谷英二の特殊
とくしゅ

技術について。 

『平凡 第１０巻第１１号（昭和２９年１１月）』（760/H51/10-11 閉架雑誌 100022040） 

「ゴジラ大あばれ」写真付きで大きく特集。撮影
さつえい

風景や俳優たちの休憩
きゅうけい

の様子もあり。 

ほかにも『少年クラブ』などで大きく取り上げられていたり、当時の人気が伺
うかが

えます。 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２７６ 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 



 

 

戦時下の国語教科書と源氏物語 

2024年1月から放送が開始されたＮＨＫ大河ドラマ「光る君へ」は、大河ドラマとしては 

珍
めずら

しく、平安時代中期の貴族社会を舞台
ぶ た い

に世界最古の女性文学とされる『源氏物語』の 

作者・紫式部
むらさきしきぶ

の生涯を描
えが

く作品です。 

恋多き貴公子・光源氏の恋愛
れんあい

模様とその一族の栄枯
え い こ

盛衰
せいすい

、当時の貴族生活や文化を 

54帖
ちょう

にわたり描いた『源氏物語』については、全編を読んだことはなくても中学校や 

高校の国語の授業で一部を学んだという方も多いでしょう。 

では、『源氏物語』が教科書に採用されたのはいつ頃なのか、その歴史を調べてみると、 

戦時下の昭和13年（1938）から使用が開始された第4期国定教科書『小学国語読本』（通称
つうしょう

 

『サクラ読本』）の小学6年生用巻十一への掲載
けいさい

が初出であることがわかります。巻十一 

には『紫式部日記』をもとに紫式部の人物紹介
しょうかい

と作品の時代背景の解説、『源氏物語』から 

5帖「若 紫
わかむらさき

」と6帖「末摘
すえつむ

花
はな

」の訳が約12ページに編集され収録されました。 

恋愛に関するエピソードが多い『源氏物語』が小学校高学年向けの教材に採用されていた 

ことを意外に感じますが、当時の教科書編纂者
へんさんしゃ

もその点については気にかけており、採録に 

あたっては教育上の配慮
はいりょ

がなされました。光源氏の存在感を薄
うす

め、本文中に原文にはない 

解説的な文章や二人が仲の良い兄妹であるかのような記述を追加して、二人の恋愛関係を 

うかがわせるような記述を削除
さくじょ

、挿絵
さ し え

からも本来は光源氏が描かれていた箇所
か し ょ

を削除する 

ことで恋愛要素を排
はい

し、紫の君の無邪気
む じ ゃ き

さにスポットがあたるよう編集されました。 

このような配慮をしてまで『源氏物語』が教科書に採用された理由には、昭和8年（1933） 

の満洲事変以後、次第に軍国主義の風潮が強まり、昭和12年（1937）の日中戦争勃発により 

戦時体制が強化されるという時代背景のもと、日本が世界に誇
ほこ

る古典文学である『源氏物語』 

を学ばせることで日本人としての意識を高め、 賢
かしこ

く慎
つつ

ましく生きた紫式部や無邪気な 

紫の君の存在を通して理想の女性像を学ばせようという目的がありました。 

『源氏物語』の教科書への掲載は国語教育の関係者や子どもたちからは、おおむね 

好意的に捉えられていたようですが、一方で学校教材としてはふさわしくないといった 

批判もあり、さまざまな議論が巻き起こりました。こうした状 況
じょうきょう

を乗り越
こ

え、終戦直後 

まで小学生の国語教科書に掲載され続けたことからも、千年の時を超
こ

えて読み継
つ

がれる 

『源氏物語』が持つ文学作品としての力を感じ取ることができるのではないでしょうか。 

【参考文献】 

『「源氏物語」と戦争 戦時下の教育と古典文学』375.82/U29 閉架一般 060009510 

『源氏文化の時空 叢書・〈知〉の森；５』913/Ta94 地下書庫和図書 060009511 

『小学国語読本 巻十一 尋常科用（昭和１３年発行）』375.82/Mo31/11 閉架一般  060000388 

ぶ ら り ら い ぶ ら り ぃ ～図書室にはこんな本があります～ ＮＯ．２７６ 
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